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 芦北町婦人会
 通所リハビリステーションどんぐりの家
 （有）美里在宅支援事業所
 大野支部老人会
 NPO 法人みさと
 佐敷諏訪神社

【義援金受入団体等】（敬称略）
（５月６日〜５月３１日までの受付分）

愛
さ
れ
、
癒
さ
れ

　
　

５
周
年
を
迎
え
ま
し
た

〜
東
日
本
大
震
災
〜

被
災
地
で
の
支
援

▲ 前列右端が横山貴之 技師

▶
熊
本
県
隊
第
１
次
派
遣

　

隊
と
し
て
派
遣
さ
れ
た

　

消
防
隊
員
の
皆
さ
ん

▲鳥居佳史 係長

　

東
日
本
地
域
で
は
、
原
子
力
発
電
所
事

故
の
影
響
に
よ
り
、
ま
だ
ま
だ
先
の
見
え

な
い
状
況
で
復
興
に
相
当
な
時
間
が
か
か

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
日
本
全
国
や

海
外
か
ら
多
く
の
支
援
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
本
町
で
は
、
物
的
支
援
と
し
て
、
義

援
金
や
支
援
物
資
を
支
援
機
関
を
通
じ
て

被
災
地
へ
送
っ
て
き
た
こ
と
は
既
に
紹
介

し
ま
し
た
。
今
回
は
人
的
支
援
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

震
災
直
後
の
３
月
14
日
か
ら
水
俣
芦
北

広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
（
水
俣
芦

北
消
防
本
部
）
や
芦
北
町
役
場
か
ら
も
被

災
地
（
宮
城
県
）
へ
職
員
が
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。

　

消
防
庁
長
官
か
ら
の
要
請
で
県
内
の
消

防
本
部
で
つ
く
る
県
緊
急
消
防
援
助
隊
が

被
災
地
で
活
動
し
ま
し
た
。
そ
の
第
一
陣

で
あ
る
熊
本
県
隊
第
１
次
派
遣
隊
と
し
て

水
俣
芦
北
消
防
本
部
か
ら
田
口
伸
二
さ
ん

（
消
防
本
部
）、
塚
原
洋
二
さ
ん
（
水
俣

消
防
署
）、
宮
本
健
洋

さ
ん
（
芦
北
消
防
署
）、

井
川
大
介
さ
ん
（
芦
北

消
防
署
）、
加
々
尾
泰

裕
さ
ん（
水
俣
消
防
署
）

５
人
が
派
遣
さ
れ
、
仙

台
市
若
林
区
を
中
心
に

活
動
さ
れ
ま
し
た
。
第

２
次
派
遣
隊
は
、
寺
川

純
一
さ
ん
（
水
俣
消
防

署
）、
松
本
光
義
さ

ん（
水
俣
消
防
署
）、

四
浦
浩
二
さ
ん（
水

俣
消
防
署
）、
米
平

真
一
さ
ん
（
芦
北

消
防
署
）、
迫
本
昌

文
さ
ん
（
芦
北
消

防
署
）
が
３
月
18

日
か
ら
23
日
の
６

日
間
派
遣
さ
れ
、
仙
台
市
宮
城
野
区
を
中
心
に

活
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

芦
北
町
か
ら
は
２
人
の
職
員
を
派
遣
し
ま
し

た
。
鳥
居
佳
史
総
務
課
防
災
交
通
係
長
は
、
熊

本
県
派
遣
の
一
員
と
し
て
派
遣
。
東
松
島
市
役

所
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
（
詳
細
は

下
記
参
照
）。

　

横
山
貴
之
建
設
課
土
木
係
技
師
は
、
全
日
本

自
治
体
労
働
者
組
合
（
自
治
労
）
本
部
か
ら
の

要
請
で
町
職
員
組
合
か
ら
派
遣
。
５
月
７
日
か

ら
15
日
ま
で
の
９
日
間
、
石
巻
市
に
て
避
難
所

の
運
営
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
行
い
、
一
般
家
庭
の
家
屋
内
の
泥
出

し
や
材
木
の
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
人
は
「
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
見
る
被
災

　

県
派
遣
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
４
月

21
日
か
ら
４
月
27
日
ま
で
宮
城
県
東
松

島
市
役
所
で
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援

制
度
の
受
付
業
務
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　

多
い
日
で
７
０
０
人
以
上
、
平
均
す

る
と
５
０
０
人
超
の
被
災
さ
れ
た
方
々

が
申
請
に
来
ら
れ
、
想
像
以
上
に
被
災

者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

現
地
は
報
道
等
で
見
る
以
上
の
被
災

状
況
で
し
た
。
派
遣
時
に
は
、
ま
だ
が

れ
き
の
山
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
今
後

も
人
的
支
援
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。

星
野
富
弘
美
術
館　

開
館
５
周
年
記
念
展

　

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
が

オ
ー
プ
ン
し
て
、
本
年
５
月
で
５

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記

念
し
て
行
わ
れ
る
「
星
野
富
弘
・

坂
田
燦
展
」
の
記
念
式
典
が
５
月

25
日
（
水
）、
町
立
星
野
富
弘
美

術
館
と
隣
接
す
る
き
ず
な
の
里
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
竹
﨑
町
長
が
「
本
町

に
熱
い
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
お
２
人
の
作
品
を
多
く
の

の
方
々
に
ご
高
覧
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
期
待
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

星
野
富
弘
さ
ん
か
ら
も
群
馬
県
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
記
念
展
の

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
美
術
館
で
行
わ

れ
、
多
く
の
方
々
が
星
野
さ
ん
と

坂
田
さ
ん
の
作
品
を
熱
心
に
鑑
賞

▶
講
演
を
さ
れ
る

　

坂
田
燦
さ
ん

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
富
弘
さ
ん
の
詩
画
と
私
の
版

画
」
と
題
し
た
坂
田
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
坂
田
さ
ん
は
初
任
で
大
野

中
学
校
の
美
術
教
師
と
な
り
、
県
立
美
術
館

の
副
館
長
を
務
め
ら
れ
た
方
で
、
現
在
は
町

立
星
野
富
弘
美
術
館
の
顧
問
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
坂
田
さ
ん
は
「
富
弘
さ
ん
が
花
な
ど
を

じ
っ
く
り
観
察
し
て
作
品
を
つ
く
る
と
こ
ろ

が
芭
蕉
と
似
て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
立
星
野
富
弘
美
術
館
は
、
平
成
18
年
５

▲ 星野富弘　「かぶ」１９９０年

▲ 坂田燦　「平泉・高館（岩手県）」
「夏草や兵どもが夢の跡」１９９３年

月
13
日
に
オ
ー
プ

ン
し
て
以
来
、
こ

れ
ま
で
に
４
７
，

０
０
５
人
（
本
年

５
月
31
日
現
在
）

の
方
が
来
館
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
星
野
さ
ん
の

作
品
を
見
て
、
当

た
り
前
の
こ
と
、

生
き
て
い
る
こ
と

に
感
謝
で
き
ま
し

た
」
な
ど
と
書
か

れ
た
来
館
者
ノ
ー

ト
も
星
野
作
品
と

同
様
に
多
く
の

方
々
に
勇
気
と
感

動
を
与
え
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ

ん
も
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

芦北町に寄せられた義援金総額
６，６５５，０２９円

（５月３１日までの集計）

地
の
状
況
よ
り
も

現
実
は
も
っ
と
厳

し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後

も
要
請
が
あ
れ
ば

被
災
地
の
復
興
支

援
の
た
め
に
職
員

を
派
遣
す
る
予
定

で
す
。

節
電
に
ご
協
力
を

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
や
原
子
力

発
電
所
の
定
期
検
査
に
よ
る
運
転
停

止
に
伴
い
、
夏
季
に
電
力
供
給
が
不

足
す
る
事
態
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
役
場
も

例
年
よ
り
２
週
間
早
め
に
ク
ー
ル
ビ

ズ（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、ノ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
、
冷
房
時
の
室
温
28
度
な
ど
）
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年

も
役
場
周
り
に
ゴ
ー
ヤ
、
き
ゅ
う
り

な
ど
を
植
え
、
温
暖
化
防
止
と
節
電

効
果
が
あ
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
も
家
庭
で
で
き
る

節
電
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
窓
に
は
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド

　

・
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
断

　
　

熱
フ
ィ
ル
ム
で
窓
か
ら
出
入
り

　
　

す
る
熱
を
遮
断
。

　

・
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
や
よ
し
ず

　
　

な
ど
も
効
果
大
。

●
エ
ア
コ
ン

　

・
設
定
温
度
は
28
℃
を
目
安
に
。

　

・
フ
ィ
ル
タ
ー
を
こ
ま
め
に
清
掃

　
　

す
る
。

●
冷
蔵
庫

　

 

・
ド
ア
の
開
閉
は
少
な
く
、
短
く
。

●
テ
レ
ビ

　

・
見
な
い
時
は
消
す
、
明
る
さ
や

　
　

音
量
は
控
え
め
に
。

家
庭
で
で
き
る
節
電

▲熊本県隊第２次派遣隊として
　派遣された消防隊員の皆さん

　

芦
北
町
の
美
術
館
を
思
う
と
い

つ
も
火
薬
の
に
お
い
が
し
て
き
ま

す
。
葦
北
鉄
砲
隊
の
火
縄
銃
の
音

と
と
も
に
始
ま
っ
た
美
術
館
が
も

う
５
周
年
に
な
る
の
で
す
ね
。

　

天
草
の
見
え
る
海
辺
の
町
に
私

が
ベ
ッ
ド
の
上
で
作
り
上
げ
た
作

品
が
飾
ら
れ
て
い
る
の
が
不
思
議

で
な
り
ま
せ
ん
。

　

詩
画
は
み
ん
な
私
た
ち
夫
婦
の

子
ど
も
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

星
野
富
弘
さ
ん
か
ら
の

　
　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

星
野
作
品
は
、
ペ
ン
画
、
色
付
き
ペ
ン

画
、
そ
し
て
現
在
の
水
彩
画
へ
と
発
展
し

今
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
発
端
と

な
っ
た
ペ
ン
画
20
点
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

坂
田
作
品
は
、
松
尾
芭
蕉
の
奥
の
細
道

を
自
ら
旅
し
て
制
作
し
た
「
奥
の
細
道
ひ

と
り
旅
」
の
木
版
画
24
点
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

  「
星
野
富
弘
・
坂
田
燦
展
」

　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
21
日
ま
で
）　
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２年ぶりに開催！ ビーチサッカー
　５月２８日（土）、２９（日）、「御立岬ビーチサッカーフェ
スティバル２０１１」が御立岬海水浴場で開催されました。
昨年は口蹄疫の影響で大会を中止したので２年ぶりの開催と
なりました。九州各地から９２チームが参加し、チャンピオ
ンクラスなど５つの部門に分かれて試合が行われました。
今回は、台風２号の影響で風雨が厳しい状況での開催となり
ましたが、選手は砂浜でのプレーを楽しんでいました。

【大会結果　町内関係チームのみ表示】
一般の部
　チャンピオンクラス　準優勝　mas que nada Ashikita
　フレンドリークラス　準優勝   ソル
中学生の部　　　　　　準優勝　CHANEL ＆MAGIC（佐敷中）
小学生の部　　　　　　準優勝　田浦 FC

ま ち の 出 来 事

祝１００歳！ 福井藤吉さん
　５月８日（日）、福井藤吉さん（杉迫）が１００歳
の誕生日を迎えられました。竹﨑町長が「ますます
お元気で長生きをお祈りしています」と慶祝金を手
渡しました。「最近は目はあんまり見えませんが耳
は大丈夫です」としっかりした声で話されました。
　福井さんは、１２歳頃から漁師をされ、９６歳ま
で漁の網の仕立て・修理をされていたそうです。現
在も網を修理するアグリという道具に糸をかける「ア
グリ掛け」をされるそうです。漁師の息子さんが漁か
ら帰ると、魚がどのくらい捕れたか気になるそうで、
沢山捕れた時は機嫌がいいということでした。また、
相撲のテレビ観戦が大好きだそうです。

芦北にお城はいくつあった？

　５月２７日（金）、町内に残る文化遺産や歴史を
学習する平成２３年度芦北町町民歴史講座が開講し
ました。この講座は、今年度から始まったもので、
開講式後に年間テーマの「学んでみよう！芦北のお
城」の内容で最初の講座が開催されました。
　参加者は、わが国の城の歴史や、町内各地に残る
言い伝え、地名などから城があった場所を地図上で
探したり、スライドを見ながら芦北に存在した１４
のお城の歴史を学習しました。本年度は、佐敷城の
歴史などあと３回の講座を予定しています。

　５月１８日（水）、大関山の大関神社で平成２３
年度産「芦北産特製高級自酒」の初荷式が町や町議
会、原料生産者など約５０人が出席して行われまし
た。式では焼酎の製造元である繊月酒造（株）の堤
正博社長から本年度第１号瓶が竹﨑町長に手渡され
ました。
　今年は「葦分」、　「夢あしきた」合わせて総製造
本数１万７千本が販売されます。
　６代目杜氏、馬場裕次氏から「冬、寒さの厳しい
日が多く、仕込み・蒸留ともに良い条件のもとで焼
酎づくりができ、しっかりとしたうまみを持った焼
酎ができあがった」と報告がありました。

今年もいい焼酎ができました

ま ち の 出 来 事

　５月３１日（火）、御立岬海水浴場で芦北海岸一帯
の海開きが行われました。
　シーズンの安全と千客万来を祈願する神事の後、田
浦小学校５年生３４人が一斉に海に飛び入りました。
児童からは「海水は冷たいけど楽しい」と水しぶきを
友達にかけたり泳いだりして、今年初めての海を楽し
んでいました。
　御立岬海水浴場は５月３１日から８月３１日まで、
鶴ヶ浜海水浴場とマリンパークビーチ、萩の越海水浴
場は７月１日から８月３１日までが遊泳期間です。夏
休みなど海水浴シーズンには、約１１万人もの海水浴
客で賑わいます。

冷たい水しぶきに歓声！

新たに３路線運行開始

　６月１日（水）、役場玄関前で「芦北町ふれあいツク〜
ルバス」運行出発式が行われました。
　路線バスの廃止に伴い、スクールバスを利用して無
料で誰もが利用できる「芦北町ふれあいツク〜ルバス」
を昨年６月から白石線、大岩線で運行しています。今
回、新たに古石線、百木・長崎線、大野線の３路線に
おいて運行を開始しました。
　内野小の２・３年生１３人が出発式に参加し、「出
発進行」のかけ声と笛の合図で３台のツク〜ルバスを
送り出しました。
　新たに運行開始した３路線の時刻表は、広報あしき
た５月号に掲載しています。
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平成２２年度
（３月３１日まで）

財政事情を公表します
　町では、毎年６月と１２月に「財政事情」を公表しています。
　今回は、３月３１日までの財政事情をお知らせします。

　町が国民健康保険事業や簡易水道事業など特定の事業をするとき、それぞれの事業歳出に充て、一般
会計と区別して経理することを特別会計と呼んでいます。
　平成２２年度当初予算額は５９億２，５７０万円です。下半期では国民健康保険事業会計で３回、介
護保険事業特別会計、町有温泉事業特別会計で２回の補正を行い、２億１，９９８万円を補正しました。
通年ベースの総額では２億８，９２３万円の補正を行いました。

　　基金の状況
　基金は、家計の預金に相当します。
　基金にも種類があり「財政調整基金」のよ
うに、一時的な資金不足を調整したり、災害
や緊急の財政需要に対応したりするもの、「町
有施設整備基金」のように、将来計画してい
る事業資金を積み立てるために設けているも
のなどがあります。

区　分 H22 H21
建物 14.9ha 15.1ha
土地および山林 1026.4ha 992.5ha
証券その他の権利 3 億 2,286 万円 3 億 2,286 万円

　　町有財産の状況

　　町債および一時借入金の状況

　町債とは、町の借金のことです。道路、学校、住宅
の建設等、世代間の負担を均等化する役割もあります。
平成２２年度の起債元利償還金は１４億４，８７４万
円ですが、そのうち１０億９，４７７万円が地方交付
税に算入され、事実上、国が７６％負担しています。

（１）町債

（２）一時借入金
　一時借入金は、資金繰りのための短期の借入金です。
平成２２年度の借入金はありません。

　町長交際費は、町政の円滑な執行を図るため町長などが町を代表して外部との交際を行うために支出す
る経費です。支出については、社会通念上妥当な範囲で必要最小限にとどめるよう配慮しています。
　町長交際費には、企業などが行う取引先への接待費（飲食費等）などは含まれていません。専ら、公益
に資する（芦北町の発展に役立つ）ように、公的な活動を円滑に遂行するべく町民の皆さんのために活用
されています。
※芦北町の特産品を全国にＰＲしたり、全国各地からのお客様に、芦北町を宣伝してもらうために使われ
　ています。また、芦北町を代表（町長および町長代理）して出席する会議等の会費の支出などにも使わ
　れています。

項　目 支出額（円）件　数 内　　　容
特産品 1,159,380 307 町外からの訪問者に対する町 PR 品の配付および出張時における訪問先への土産品
香　典 525,500 55 町の発展・振興に功績があった方に対する香料および生花代
御　樽 353,010 35 町の事務事業と密接に関わる公共的な団体に対する御樽
会　費 183,500 24 円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加に係る経費
見　舞 141,000 15 町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
御　祝 110,250 12 記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
その他 159,619 15 上記の区分に掲げるもの以外で特に必要と認められるハガキ等の消耗品
合　計 2,632,259 463

平成２２年度町長交際費支出一覧

　　一般会計歳入歳出予算の執行状況（平成 23 年 3 月 31 日現在）

　　公営企業会計の執行状況　（平成 23 年 3 月 31 日現在）

　水道会計の平成２２年度の当初予算は、３億６，５３０万円で前年度比１３．１％増となっています。
　平成２２年度の事業量　給水戸数：3,552 戸　年間総給水量：1,093,287㎥　一日平均給水量：2,940㎥

科　目
収　　　入 支　　　出

予算額 収入済額 執行率 予算額 支出済額 執行率
収益的 1 億 5,494 万円 1 億 5,769 万円 101.8％ 1 億 3,096 万円 1 億 2,186 万円 93.1％
資本的 1 億 8,942 万円 1 億      85 万円 53.2％ 2 億 3,434 万円 1 億 4,054 万円 60.0％

　一般会計とは、町の経営に必要となる基本的な経費を計上した会計のことです。
　 平 成 ２ ２ 年 度 の 当 初 予 算 は ９ ４ 億 ５，５ ０ ０ 万 円 で す。 下 半 期 に ４ 回 の 補 正 を 行 い、
１２億４，１７６万円を補正し、最終的な予算額は１０９億６２３万円となりました。
　通年ベースでは、合計１０回の補正を行い、補正予算の総額は１４億５，１２３万円となりました。
現年度分と前年度からの繰越額を合わせた予算現額と執行状況は下表のとおりです。

３　

４　

５　

６　

１

町長交際費の公表平成２２年度

区　分 H22 H21
臨時財政対策債 35 億 3,604 万円 31 億　827 万円
土木債 21 億 9,770 万円 23 億 7,550 万円
農林水産業債 15 億 5,637 万円 16 億 8,939 万円
農業集落排水事業債 14 億 4,342 万円 15 億 2,331 万円
教育債 11 億 3,212 万円 11 億 7,828 万円
公営住宅債 7 億　622 万円 7 億 5,015 万円
消防債 5 億 8,220 万円 6 億 5,893 万円
減税補てん債 5 億 5,266 万円 6 億 5,586 万円
災害復旧債 2 億 6,551 万円 2 億 7,527 万円
総務債 2 億 4,236 万円 5,374 万円
その他 7 億 7,795 万円 9 億 2,242 万円

合　計 129 億 9,255 万円 131 億 9,112 万円

会　　計 予　　算 収 入 済 額 支 出 済 額
国民健康保険事業（事業勘定） 34 億 4,534 万円 27 億 8,904 万円 30 億 7,690 万円
国民健康保険事業（直診勘定） 6,627 万円 2,706 万円 4,743 万円
老人保健事業 316 万円 294 万円 294 万円
介護保険事業 19 億  533 万円 16 億 2,296 万円 17 億 1,043 万円
簡易水道事業 1 億 1,380 万円 8,523 万円 8,479 万円
農業集落排水事業 2 億 1,380 万円 6,528 万円 1 億 9,738 万円
生活排水処理事業 6,070 万円 3,386 万円 5,019 万円
町有温泉事業 1 億 1,453 万円 5,134 万円 1 億   64 万円
奨学資金貸付事業 2,330 万円 2,483 万円 1,282 万円
後期高齢者医療事業 2 億 6,870 万円 2 億 2,988 万円 2 億 1,095 万円

合　計 62 億 1,493 万円 49 億 3,242 万円 54 億 9,447 万円

基金名 H22 H21
財政調整基金 14 億 5,594 万円 14 億 5,533 万円
国保財政調整基金 5 億　561 万円 4 億　494 万円
社会福祉振興基金 4 億 3,614 万円 3 億 4,236 万円
町有施設整備基金 4 億 1,156 万円 7 億 8,482 万円
まちづくり振興基金 　4 億円 -
土地開発基金 2 億 4,006 万円 2 億 4,006 万円
九州新幹線渇水等被害対策基金 1 億 7,290 万円 1 億 7,848 万円
その他 3 億 9,338 万円 3 億 6,270 万円

合　計 40 億 1,559 万円 37 億 6,869 万円

歳入
予算額　　126 億 3,058 万円
収入済額　111 億 4,760 万円

歳出 
予算額　　126 億 3,058 万円
支出済額　   95 億 7,331 万円

地方交付税
47 億 2,872 万円
50 億 8,667 万円

45.6%

　　特別会計歳入歳出予算の執行状況（平成 23 年 3 月 31 日現在）２

町税
14 億 9,617 万円
14 億 7,085 万円

13.2%

県支出金
13 億 8,777 万円
11 億 4,350 万円

10.3%

国庫支出金
19 億 1,522 万円
10 億 9,347 万円

9.8%

町債
12 億 518 万円
9 億 5,359 万円

8.6%

繰越金
4 億 2,055 万円
4 億 2,055 万円

3.8%

諸収入・財産収入等
2 億 8,176 万円
2 億 5,945 万円

2.3%

使用料および手数料
2 億 3,151 万円
2 億 2,495 万円

2.0%

地方譲与税
1 億 2,910 万円
1 億 3,714 万円

1.2%

分担金および負担金
1 億 3,101 万円
1 億 1,756 万円

1.1%

地方消費税交付金等
2 億 3,618 万円
2 億 3,568 万円

2.1%

繰入金
4 億 6,741 万円

419 万円
0.0%

民生費
26 億 8,039 万円
21 億 8,947 万円

22.9%

総務費
17 億 4,440 万円
13 億　108 万円

13.6%

公債費
12 億 8,339 万円
12 億 7,543 万円

13.3%

農林水産業費
13 億 9,252 万円
12 億　835 万円

12.6%

教育費
17 億 7,578 万円
10 億 4,323 万円

10.9%

衛生費
12 億 7,244 万円
9 億 6,818 万円

10.1%

土木費
15 億 8,387 万円
8 億 9,377 万円

9.3%

消防費
3 億 4,124 万円
3 億 1,293 万円

3.3%

商工費
3 億　946 万円
2 億 3,095 万円

2.4%

災害復旧費
1 億 3,863 万円

4,730 万円
0.5%議会費

1 億 664 万円
1 億 262 万円

1.1%

予備費
182 万円

0 万円
0.0%

上段：予算額
下段：収入済額
　　　または支出済額
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〜６月は土砂災害防止月間です〜

　

土
砂
災
害
等
の
危
険
か
ら
身
を
守
る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。
危
険
な
箇
所
を
点

検
し
、
防
災
情
報
を
収
集
す
る
な
ど
普
段
の
生
活
の
中
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
日
頃
か
ら
備

え
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

芦
北
町
で
は
、
災
害
時
の
対
処
法
や
避
難
場
所
、
危
険
箇
所
を
記
載
し
た
「
芦
北

町
防
災
マ
ッ
プ
」
を
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ふ だ ん か ら 確 認 ！

▲５月２７日に行われた災害調査員説明会

　

町
で
は
、
台
風
・
豪
雨
な
ど
に
よ

り
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

災
害
現
場
を
い
ち
早
く
把
握
し
迅
速

に
対
処
す
る
た
め
に
、
町
内
各
地
に

災
害
調
査
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
調
査
員
は
、
公
共
土
木
施
設

災
害
や
農
林
水
産
業
の
被
害
、
人
的

被
害
、
建
物
被
害
な
ど
の
被
害
状
況

の
確
認
を
区
長
と
連
絡
を
密
に
取
り

な
が
ら
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
等
の
場
合
に

は
、
役
場
ま
た
は
各
区
長
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。　

　山崩れが起こる場所、危険箇所をよく注意してみると、危険信号と思われる変化がある場所が多くあり
ます。ふだんから注意してみておきましょう。
　また、避難場所や避難経路についても日頃から家族や地域で確認しあうとともに降雨時にはテレビなど
の気象情報に十分注意を払いましょう。

災
害
時
に
は

役
場
・
区
長
へ
連
絡
を
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　大雨や台風による災害が起こりやすい時期を迎えています。災害時には素早い情報収集、素早い避難の判
断が極めて重要です。
　熊本県では、地震や津波、大雨、河川の氾濫、避難勧告など、災害時に重要な
情報を皆さまにメールでお届けする「熊本県防災情報メールサービス」を提供し
ています。
　災害時には一瞬の判断が身の安全を左右する場合があります。災害時の情報を
素早く入手できる「熊本県防災情報メールサービス」をぜひご利用ください！

【提供中の情報】
●地震情報　　　　　　●土砂災害警戒情報　　●台風接近など事前のお知らせ
●津波警報・注意報　　●竜巻注意情報　　　　●危機管理情報
●気象警報・注意報　　●火山情報　　　　　
●河川水位情報　　　　●避難勧告・指示

【利用案内】
　①登録方法：空メールを送信し、返信されたメールの指示に従って登録
　　　　　　　　空メール送信先　 entry@anshin.pref.kumamoto.jp
　②利用方法：メール受信のみ
　※受信する情報の種類、地域は登録時に選択できます。登録後の変更は、
　　登録用の空メールアドレスに空メールを再度送信すればできます。
　③利用料金：無料（メール受信にかかるパケット通信料は利用者負担）
　　　　　　　　　　　　　　＊お問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本県　知事公室　危機管理防災課
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎０９６－３３３－２１１８

災害に備える！
　熊本県防災情報メールサービスに登録を！

▲ 空メール送信用
    ＱＲコード

　
　

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
は
、
米
穀
事
業
者
に
対
し
、
米
穀
等
の

記
録
・
保
存
お
よ
び
産
地
情
報
の
伝
達
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

食
品
と
し
て
の
安
全
性
を
欠
く
も
の
の
流
通
を
防
止
し
、
表
示
の
適
正

化
を
図
る
と
と
も
に
、
産
地
情
報
の
提
供
を
促
進
し
、
も
っ
て
国
民
の

健
康
の
保
護
、
消
費
者
の
利
益
の
増
進
な
ら
び
に
農
業
お
よ
び
そ
の
関

連
産
業
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
米
・
米
加
工
品
の
生
産
・
販
売
・
提
供
等
に
関
わ
る
事

業
者
で
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

九
州
農
政
局

　
　
　

消
費
・
安
全
部
地
域
第
３
課

　

☎
０
９
６
６
（
２
２
）
５
１
４
４

（注）産地伝達は、平成２３年７月１日以降に生産者から譲り
　　渡された米穀が対象となります。

７月１日から
お米の産地伝達（注）が必要になります！
（米トレーサビリティ法がスタートします）

出荷記録を
作成・保存し、産地情報を

伝達する。

産地情報を
知ることができる。

入荷記録を保存し

産地情報を伝達する。
消費者の方に

伝達する。
保存し、産地情報を

入出荷記録を

対象事業者・消費者説明会を開催します
▶日時　６月２３日（木）午後２時から１時間程度
　　　（説明会終了後、個別相談会を実施）
▶会場　県芦北地域振興局　大会議室
▶申込方法　６月２２日（水）までに電話にてお申し込みください。
▶対象者　消費者、米・米加工品の生産者、製造・加工業者、流通・販売業者（卸・小売、量販店等）、
　　　　　外食事業者（食堂、レストラン、旅館等）、各団体担当者
＊申込・お問い合わせ
　九州農政局　消費・安全部地域第３課
　☎０９６６ー２２ー５１４４

Ａ
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コ
ー
ト

　

１
位　

浪
崎
ヨ
シ
子
（
波
多
島
）

　

２
位　

白
森
勝
子
（
白
木
）

　

３
位　

尾
川
勲
（
大
川
内
西
）

Ｅ
コ
ー
ト

　

１
位　

下
村
寅
雄
（
芦
北
）

　

２
位　

橋
本
壽
治
（
湯
浦
南
）

　

３
位　

山
本
惟
昭
（
大
岩
１
）

◇
総
合
優
勝
：
浪
崎
ヨ
シ
子
（
各
コ
ー

ト
１
位
の
５
人
に
よ
る
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
勝
負
で
決
定
）

　

芦
北
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
　
　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
結
果

期
日
：
５
月
15
日
（
日
）

場
所
：
町
営
岩
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド　

◆
成
績
（
敬
称
略
）

中国伝統の哀愁ある音色「二
に こ

胡」

姜　建華（ジャン・ジェンホワ）演奏会

　町民の方々に一流の音楽演奏を通じて創造的で文化的な芸
術活動の環境づくりができるようその機会を提供する「演奏
家派遣事業」を実施します。ぜひご来場ください。

日時　７月１０日（日）午後３時〜
会場　芦北町地域活性化センター

入 場 無 料

姜　建華（ジャン・ジェンホワ）
中国上海出身。

１０歳の時叔父から二胡を学び始め、１３歳から海外活動を開始。

２００３年第１７回日本ゴールドディスク大賞特別賞を受賞。現在、北

京中央音楽学院の教授。レコーディングも活発で「ラストエンペラー」

のテーマ曲や「二泉映月」を収めた「二胡の世界」等をリリースしている。

※二胡とは、二本の弦を間に挟んだ弓で弾く中国の伝統的な擦 
　弦楽器の一種です。
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「めざそう！８０２０（ハチマルニイマル）！」
〜８０歳になっても自分の歯を２０本以上保とう〜

＊お問い合わせ　　保健センター　☎８６−０２００

保健センターだより

　「８０２０運動」とは、「８０歳になっても自分の歯を２０本以上保とう」という運動です。

◆６月は「歯の衛生週間」です
　長い人生の中では、乳歯が生え、抜け、大人の歯が生え、歯肉が衰えてくるなど様々な変化がありま
す。生涯を通じて人生の節目に歯の健康を考え、ライフステージに沿った歯や口のケアを行うことが大
切です。それが、８０２０を達成し、健康でいきいきとした生活を送ることにつながります。これを機
会に８０２０達成を目指し、ご自分の歯の健康について考えてみましょう。

◆２０本以上の歯があれば
　・ほとんどの食べ物を噛みくだくことができ、おいしく食べられます。
　・おいしく食べることは、心と体の健康を保ち、人生をより豊かなものにしてくれます。
　・自分の健康な歯を維持していくことが生涯健康でいきいきとした生活を送ることにつながるのです。

◆８０２０を達成するにはどうしたらいいの？
　・歯を失う主な原因である「むし歯」と「歯周病」を予防することが大切です。　

　現在、歯の寿命は長くなった平均寿命に追いついていません。成人の歯は最大３２本ですが、４０
歳代を境に急速に減り、平均的には６０歳代で２０本にまで減っているのが現状です。
　歯が抜けてしまう主な原因は「むし歯」と「歯周病」です。むし歯を放っておくと、歯の根に膿が
たまり、歯を維持することが難しくなります。また、歯周病菌は歯ぐきで炎症を起こし、さらに歯ぐ
きの出血や腫れが続くと、歯を支える土台まで破壊され、歯が抜けてしまいます。

【歯を失う原因】

むし歯
44%

歯周病
42%

その他
14%

８０２０推進財団　全国抜歯原因調査（２００５）

　今年で２年目を迎えました。この教室は、毎週火曜、水曜の 午後
３時から５時１５分まで実施しています。最初の３０分間は学習の時
間で主に宿題をしています。
　教室では、季節の行事（七夕・クリスマスなど）や伝承遊び（あや
とり・けん玉・石投げなど）の体験、ボランティアの方々とのグラウ
ンド・ゴルフや敬老会でけん玉を発表しました。子どもが好きな方や
体を動かすのが好きな方は、ぜひ子どもたちと一緒に体力づくりをし
てみませんか？ 子どもたちも楽しみに待っています。放課後子ども
教室に一度遊びに来てみてください。
　　　　　　　＊お問い合わせ　計石小学校　☎８２－２４４２

計石小学校放課後子ども教室

田浦小学校支援地域本部事業 　今年で４年目を迎えました。この事業は、「たのうらっ子地域応援団」
として学校を支援するボランティア活動があり、地域の方々が登下校
の見守り、プリントの丸つけや苗植えなど、子どもたちも地域との温
かいつながりに支えられながら、心豊かに成長しています。
　簡単な丸つけを毎週２回、子どもたちと一緒に掃除を毎月２回行っ
ていますが、まだまだ地域の方々のお手伝いが必要です。他にも図書
室の掲示をしたり、一緒にお手玉をしたり、ボランティア内容は様々
です。どうぞ気軽に子どもたちの笑顔を見に来てください。子どもた
ちも地域の方々との触れ合いをとても楽しみにしています。
　　　　　　　＊お問い合わせ　田浦小学校　☎８７－００１５

湯浦小学校放課後子ども教室 　今年で３年目を迎えました。この教室は、毎週火曜、木曜の 午後
３時～５時１５分まで実施しています。
　最初の３０分間は学習の時間で主に宿題をしていますが、保護者か
らの感想で「宿題を済ませてくるので助かる」というご意見をいただ
いています。残りの時間は、グラウンド・ゴルフ、シャボン玉遊び、
大縄跳び、輪投げ、作って食べよう等の他にも季節毎のおもちゃや飾
りを作っています。「家で遊ぶのに手作りおもちゃをヒントにして遊
ぶようになった」などの嬉しいご意見をいただいています。
　　　　　　　＊お問い合わせ　湯浦小学校　☎８６－００２２

　芦北町では、町内歯科医院にて芦北町に住所がある２０歳以上の方を対象に「歯
周病検診」（有料：９００円）を行っています。ぜひ、ご利用ください。詳しく
は保健センターへお尋ねください。

学校支援地域本部事業
　　　および放課後子ども教室の紹介

放課後子ども教室とは？

　放課後に、地域の方々の協力をいただいて、子どもたちへ体験活動や交流活動、学習活動の機会を提供
する事業です。

学校支援地域本部事業とは？

　地域全体で学校教育を支援することにより、先生や地域の方々が子どもと向き合う時間を増やし、地域の
教育力の活性化を図る事業です。

　下記の３か所とも子どもたちを見守ってくださるボランティアの方を募集しています。子どもたちと一
緒に遊びたい、触れ合いたいと思われる方は各学校にお問い合わせください。　

【ボランティア募集】

　

県
で
は
、
男
女
が
と
も
に
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
者
を
表
彰
し
ま
す
。
表
彰
さ

れ
た
事
業
者
の
取
り
組
み
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
く
紹
介
し
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
事
業
者
の
方
は
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
自
薦
・
他

薦
を
問
い
ま
せ
ん
）

●
対
象　

女
性
の
登
用
、
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
、
セ
ク
ハ
ラ
防
止
等

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

者
（
企
業
ま
た
は
団
体
）

●
応
募
方
法　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
取
り
組
み
内
容
が

分
か
る
参
考
資
料
を
添
え
、
左
記
応

募
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

７
月
29
日
㈮

＊
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
男
女
参
画
・

　
　
　
　
　
　

協
働
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
８
７

男
女
共
同
参
画
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
募
集
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普
通
救
命
講
習
会

　

応
急
手
当
の
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身

に
つ
け
る
た
め
救
急

法
の
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。
な
お
、
前

回
の
講
習
受
講
か
ら

３
年
経
過
し
た
方
は

再
講
習
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

▼
期
日 　

７
月
３
日
㈰　

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　

消
防
本
部　

２
階
講
堂

▼
対
象
者　

中
学
生
以
上
20
人

▼
内
容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱

い
、
そ
の
他
の
応
急
手
当
等
の
実
技

　

田浦子育て支援センター  ７月の行事
　　４日（月）〜６日（水）　手作りおもちゃを作ろう
　　７日（木）　プールで遊ぼう
　１５日（金）　すいか割り大会
　２１日（木）　しゃぼん玉で遊ぼう
　２２日（金）     クッキング（ホットケーキづくり）
※支援センターは未就園児と保護者の方どなたでも利用
　できます。気軽においでください。
◆センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　９時３０分〜１２時　１４時４５分〜１７時１５分
＊お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）
　☎８７−００３４

▼
防
衛
大
学
校

　

◇
受
付
期
間

　
（
推
薦
）　

９
月
５
日
～
９
月
８
日

　
（
一
般
）　

９
月
５
日
～
９
月
30
日 

　

◇
試
験
日

　
（
推
薦
）
９
月
24
日
、
９
月
25
日

　
（
一
般
）
第
１
次
試
験
日
11
月
５
日
㈯
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
６
日
㈰

▼
防
衛
医
科
大
学
校

　

◇
受
付
期
間　

９
月
５
日
～
９
月
30
日

　

◇
第
１
次
試
験
日　

10
月
29
日
㈯
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
30
日
㈰

▼
航
空
学
生

　

◇
受
付
期
間　

８
月
１
日
～
９
月
９
日

　

◇
第
１
次
試
験
日　

９
月
23
日
㈮

▼
看
護
学
生

　

◇
受
付
期
間　

９
月
５
日
～
９
月
30
日

　

◇
第
１
次
試
験
日　

10
月
22
日
㈯

▼
一
般
曹
候
補
生

　

◇
受
付
期
間　

８
月
１
日
～
９
月
９
日

　

◇
第
１
次
試
験
日　

９
月
17
日
㈯

▼
自
衛
官
候
補
生

　

◇
受
付
期
間

　
（
男
子
）
年
間
を
通
じ
て

　
（
女
子
）
８
月
１
日
～
９
月
９
日　

         

　

◇
第
１
次
試
験
日

　
（
男
子
） 

９
月
17
日
㈯
〜
９
月
25
日
㈰

　
　
　
　

の
間
の
２
日
間

　
（
女
子
）
９
月
26
日
㈪
、
27
日
㈫

▼
陸
上
高
等
工
科
学
校

　

◇
受
付
期
間

　
（
推
薦
）
11
月
１
日
～
12
月
16
日　

お 知 ら せお 知 ら せ
　

町
内
の
各
地
域
に
お
い
て
活
動
し
て
い

る
団
体
や
、
今
か
ら
継
続
的
に
ま
ち
づ
く

り
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
方

で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
町
の
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
事
業
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
・
国
際
交
流
・
研
修
助
成
お
よ
び
地
域

間
交
流
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

７
月
１
日
㈮

＊
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

    

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
５
２
）

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金

　
　

運
用
事
業
の
申
し
込
み

▼
日
時　

６
月
18
日
㈯　

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
内
容　

葉
わ
さ
び
を
古
石
地
区
で
収
穫

し
、
葉
わ
さ
び
の
醤
油
漬
け
と
お
に
ぎ
り

を
作
り
ま
す
。

▼
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

▼
場
所　

古
石
交
流
館
み
ど
り
の
里

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

古
石
交
流
館
み
ど
り
の
里

　

☎(

８
６
）
１
８
３
５

　

平
成
23
年
度
自
衛
官
募
集　

　

熊
本
県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

基
本
と
し
た
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
職
場
、
家
庭
、
地
域
な

ど
に
お
け
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

▼
募
集
定
員　

一
般
研
修
生　

20
人

▼
募
集
対
象　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
65

歳
未
満
で
、
全
て
の
研
修
課
程
に
意
欲
を

持
っ
て
参
加
で
き
る
方

▼
募
集
期
限　

６
月
30
日
㈭

▼
申
込
方
法　

役
場
総
務
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
「
参
加
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先　

芦
北
町
役
場
総
務
課

▼
県
の
支
援　

事
前
研
修
と
事
後
研
修
に

要
す
る
交
通
費
相
当
額
お
よ
び
国
内
派

遣
研
修
に
要
す
る
交
通
費
の
３
分
の
１

（
３
万
円
上
限
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
　
　
　
　

男
女
共
同
参
画 

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
１
１
８
７

  

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
参
加
者
募
集

　
（
一
般
）
11
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　

～
平
成
24
年
１
月
６
日

　

◇
試
験
日　

　
（
推
薦
）
後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

　
　
　
　
　

ら
せ　

　
（
一
般
）
第
１
次
試
験
日 

　
　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
１
月
14
日
㈯

＊
お
問
い
合
わ
せ

    

自
衛
隊
水
俣
地
域
事
務
所　

　

☎
０
９
６
６
（
６
３
）
５
８
６
３

　

葉
わ
さ
び
の
収
穫
体
験
と

　
　
　
　
　
　
　
　

料
理
教
室

▼
受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日
～
平

成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
受
付
期
間  

６
月
21
日
㈫
～
６
月
28
日
㈫

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
４
日
㈰

▼
第
１
次
試
験
地　

熊
本
市
（
九
州
地
区

で
は
８
試
験
地
で
実
施
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

   

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

　
　
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

▼
日
時　

８
月
２
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

　

※
台
風
等
の
影
響
で
試
験
を
実
施
で
き

　
　

な
い
場
合
は
、
８
月
17
日
㈬
に
延
期

▼
場
所　

東
海
大
学
熊
本
キ
ャ
ン
パ
ス　

　
　
　
　

熊
本
市
渡
鹿
９
丁
目
１
番
１
号

▼
試
験
の
種
類

　

①
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

　

②
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

   

平
成
23
年
度

　

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

　

県
で
は
、「
く
ま
も
と　

食
で
育
む
命
・

絆
・
夢
プ
ラ
ン
（
熊
本
県
健
康
食
生
活
・

食
育
推
進
計
画
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う

え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
食
卓
を
囲
む
事
の

大
切
さ
や
食
事
の
あ
り
が
た
さ
、
食
の
持

つ
多
様
な
役
割
や
「
食
」
の
大
切
さ
に
つ

い
て
等
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
、
ご
家
族

を
は
じ
め
皆
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

＊
お
問
い
合
わ
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

熊
本
県　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２　
　

　
　

６
月
は
食
育
月
間
で
す　

　お
も
て
な
し
活
動
を
支
援
し
ま
す

　

訪
れ
る
方
を
温
か
い
“
こ
こ
ろ
”
で

お
迎
え
す
る
お
も
て
な
し
活
動
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。　

　

学
校
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
団
体
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

応
募
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、県
観
光
課
あ
て
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

募
集
要
領
や
申
請
書
様
式
、
取
組
事
例
等

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
（
第
１
期
）
６
月
１
日
～
６
月
30
日

　
（
第
２
期
）
10
月
３
日
～
10
月
31
日

▼
助
成
額
上
限　

１
事
業
あ
た
り
30
万
円

▼
取
組
事
例　

お
も
て
な
し
グ
ッ
ズ
の
製

作
、
ま
ち
め
ぐ
り
案
内
板
な
ど

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県　

観
光
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
３
２

　

訂　

正

　

広
報
あ
し
き
た
５
月
号
に
掲
載
し
て
い

ま
し
た
以
下
の
箇
所
が
間
違
っ
て
い
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
12
ペ
ー
ジ
）

「
国
家
公
務
員
中
途
採
用
試
験
」

　

皇
居
護
衛
官　

→　

皇
宮
護
衛
官

　

③
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

▼
願
書
受
付
期
間　

　
　
　

６
月
13
日
㈪
～
６
月
24
日
㈮

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県　

薬
務
衛
生
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
４
２

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
期
間 

６
月
20
日
㈪
〜
６
月
28
日
㈫

＊
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
本
部
警
防
課

　

☎
（
６
３
）
１
１
９
１

熊
本
県
認
知
症
コ
ー
ル

  

セ
ン
タ
ー
（
ほ
っ
と
コ
ー
ル
）

　

熊
本
県
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
の
方
々
へ
の
支
援
の
一
環
と
し
て
、
認

知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
認
知

症
介
護
や
精
神
医
療
相
談
に
経
験
の
あ
る

専
門
職
等
が
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
、
悩
み
や
疑
問
が
あ

り
ま
し
た
ら
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
受
付　

水
曜
日
以
外
の
毎
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
・
祝
日
も
可
）

▼
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▼
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
１
７
５
５

▼
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

　

nintisho@
oasis.ocn.ne.jp

　

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の

　

人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

６
月
27
日
～

７
月
３
日
は
、

「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強

化
週
間
で
す
。

通
話
料
は
無
料

で
、
相
談
内
容

に
つ
い
て
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時　

　

○
６
月
27
日
㈪
～
７
月
１
日
㈮　

 　

　
　

  　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

○
７
月
２
日
㈯
～
７
月
３
日
㈰　

 　

　
　

  　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
相
談
内
容　

い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、

体
罰
な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

問
題

▼
相
談
担
当
者　

　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

▼
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

※
熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
月
〜
金
曜
日

　

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に

　

同
じ
専
用
電
話
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

　

す
。
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＊お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０芦北警察署からのお知らせ

＊お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

芦北消防署からのお知らせ 火事と救急は１１９

　  死亡日            亡くなられた方　      年齢　　　区　

　 ５．  ３　　　  藤井　荘二　　　   ５７　　 湯浦東
　 ５．  ４　　  　松本　文雄　　　   ７５　　 乙千屋
　 ５．  ４　　　  林　スエコ　　　   ８６　　 女島西
　 ５.　 ４　　　  木福　キミエ　　   ９０　　 松生
　 ５.　 ５　　 　 渕上　シヅカ　　   ９３　　 箙瀬
　 ５.　 ７　　 　 上塚　フミエ　　   ８７　　 大尼田
　 ５.　 ９　　 　 嶋本　正　　　　   ９１　　 計石東
　 ５. １０　　　  本田　賤子　　 　  ８８　　 花岡西
　 ５. １１　　　  楠原　義行　　　   ８３　　 向町
　 ５. １１　　 　 宮本　エミ　　　   ８４　　 大岩１
　 ５. １２　　 　 松下　スエモ　　   ８０　　 井牟田２
　 ５. １３　　 　 早尾　ミツ子　　   ６５　　 内木場
　 ５. １５　　 　 中島　春義　　     １０５　   計石東
　 ５. １６　　 　 早川　年子　　　   ９０　　 花岡東
　 ５. １７　　  　永里　春子　　　   ８９　　 湯浦南
　 ５. １８　　　  松本　シメエ　　   ９６　　 計石東
　 ５. ２０　　  　　　　義信　　　   ９２　　 五松園
　 ５. ２２　　 　 古里　隆定　　　   ２４　　 鶴木山
　 ５. ２３　　 　 亀崎　千鶴子　　   ７５　　 田浦３
　 ５. ２５　　　  野﨑　ミエ　　　   ９４　　 花岡東
　 ５. ２８　　　  村添　一三　　　   ８０　　 米田
　 ５. ２９　　  　山崎　繁　　　　   ６９　　 田浦町４
　 ５．２９　　　  阪田　壽一　　　   ８９　　 田浦町２
　 ５．２９　　　  高尾　直　　　　   ８４　　 宮崎
　 ５．３０　　　  木藤　アサ子　　   ８１　　 湯浦南

　氏　　名　　    出生日  　  性別　   保護者　　  区

  村枝　優
ゆ う き

樹　　   ４．２０　   男　　 孝　彦　　新町

  村枝　智
と も き

樹　　   ４．２０　   男　　 孝　彦　　新町

  小川　脩
しゅうと

登　　   ４．２６　   男　　 宏　達　　小田浦５

  市川　澪
み お り

里　　   ４．２６　   女　　　学　　　 田浦１

  橋口　悠
ゆう

　　　   ４．２８　   男　　 慶　介　　道川内西

  木川　夢
ゆ い

唯　　   ５．  ３　   女　　 精　也　　乙千屋

  宮嶋　聖
せ な

来　　   ５．  ６　   男　　 竜　治　　計石東

  鳥江　佑
ゆ う ま

真　　   ５．１１　   男　　　誠　　　 米田

  緒方　彪
ひゅうが

峨　　   ５．１３　   男　　 琢　磨　　沖

  濵田　快
か い と

生翔　   ５．２０　   男　     康　広　　湯浦東

  山本　瑠
る な

菜　　   ５．２２　   女　　 孝　裕　　田浦町３

  藤井　麻
ま お

桜　　   ５．２５　   女　　 雄　二　　湯浦東

人 口　　　１９，９６５人　    （ー１）
男 　　　　９，３１９人　　（＋４）
女 　　　１０，６４６人　　（ー５）

65 歳以上　　　　６，９８５人　　（ー１３）
高齢化率　　　　　３５．０％　　（±０）
世 帯 数　　　７，６１９世帯 　   （ー５）

人口の動き（H23.6.1 現在）　　  　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H23.5.1 〜 5.31 受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
　ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H23.5.1 〜 5.31　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

【
町
民
講
座
】

山
肌
に
沿
い
て
茂
り
し
野
い
ば
ら
は
清
き
香
り
を
花
び
ら
に
溜
め
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
田
み
の
ぶ

次
々
に
咲
く
と
り
ど
り
の
春
の
花
自
然
の
力
に
励
ま
さ
れ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
洋
子

桜
散
る
海
面
に
浮
か
ぶ
花
筏
こ
わ
さ
ぬ
よ
う
に
網
船
す
す
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
元
千
恵
美

鯉
の
ぼ
り
湯
浦
川
の
上
空
を
六
十
六
匹
風
に
の
り
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
上
　
洋
子

親
よ
り
も
疾と

く
逝
き
し
甥
残
さ
れ
し
姉
八
十
余
歳
の
こ
の
後
を
思
う
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
　
澄
子

【
田
浦
荘
短
歌
会
】

竹
と
ん
ぼ
試
す
老
い
ら
の
蓮
華
田
に
寄
り
き
し
子
ら
の
声
飛
び
交
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
良
子

這
い
廻
る
二
人
の
幼
の
無
邪
気
さ
に
わ
れ
の
米
寿
の
宴
席
和
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
本
ナ
ミ
エ

不
動
尊
霊
場
め
ぐ
る
ひ
と
り
旅
極
楽
ゆ
く
ら
し
瀬
戸
の
船
旅
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
田
　
圭
一

娘こ

に
送
る
平
仮
名
ば
か
り
の
「
あ
り
が
と
う
」
習
い
た
て
な
る
短
い
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
忠
子

僅
か
な
る
東
北
震
災
の
義
援
金
募
金
箱
に
入
れ
思
い
か
な
え
り
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
走
　
チ
ミ

短

歌

【
町
民
講
座
】

一
田
　
和
子

「
月
見
草
」
青
く
さ
の
な
か
に
ま
じ

り
て
月
見
草
ひ
と
も
と
さ
く
を
あ
は

れ
み
て
つ
む

書
（
か
な
）

平成２３年６月１日から全ての住宅に
　住宅用火災警報器の設置が義務化されました！
　住宅火災で亡くなった方のうち６〜７割は「逃げ遅れ」が原因で命を落としています。火災の発生を早
く知ることができていれば、助かった方も多かったのではないかと推測されます。このような背景を踏ま
え、住宅火災による死者数の低減を目的とし、平成１６年に消防法が改正され、一戸建て住宅やアパート、
マンションなどに住宅用火災警報器などの設置が義務付けられました。

煙感知器の設置場所
・寝室：就寝に使用する部屋の天井または壁面に設置します。
・階段：就寝に使用する部屋がある階の階段の踊り場の天井または壁面に設置します。
★注意

・天井の場合は住宅用火災警報器の中心を、壁または梁から６０cm 以上離す。
・エアコン等吹き出し口付近の取り付けの場合、吹き出し口から１５０cm 以上離す。
・壁面の場合は、住宅用火災警報器の中心が天井から１５〜５０cm 以内にくるように取り付ける。

住宅用火災警報器の選び方
日本消防検定協会のＮＳマークが付いているものを選んでください。

※悪質な押し売り等にご注意ください。

芦北警察署協議会第６期委員に委嘱状を交付

写真前列左から　平江委員、岩本委員、遠山委員、木谷幹事、
可児会長、後列は芦北警察署員

　６月１日（水）、芦北警察署で芦北警察
署協議会第６期（任期 平成２３年６月１
日〜平成２５年５月３１日）の委員５人に、
芦北警察署長から熊本県公安委員会の委嘱
状が交付されました。
　警察署協議会は、警察法の規定により「警
察署の管轄区域内における警察の事務処理
に関し、警察署長の諮問に応じるとともに、
警察署長に対し意見を述べる機関」として
平成１３年から始まった制度です。

今回、委嘱を受けた委員は
　会長　可児　忠子さん（花岡）
　幹事　木谷　勝さん（白木）
　委員　遠山　泰子さん（小田浦）
　委員　岩本　賢二さん（女島）
　委員　平江　大八さん（白岩）
の５人です。
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第２４回　ビーチバレーインくまもと
◆ 予選大会
　７月９日（土）：鶴ケ浜海水浴場およびマリンパークビーチ
　開始式　　９：００〜
　試合開始　９：３０〜
◆ 決勝大会
　７月１０日（日）：鶴ケ浜海水浴場
　開始式　　８：４５〜
　試合開始　９：３０〜

７月９日（土）、１０日（日）

ツクシムレスズメ

　名前だけみると、雀の仲間のようですね。漢字では「筑紫
群雀」と書き、より一層、そのように感じられます。しか
し、実はムレスズメの英名（Chinese pea tree）にあるように、
中国原産のマメ科の植物です。
　石灰岩質の土地で、日光が木々の間から地面まで差し込ん
でくるような林の中に育ち、樹高は１００㎝位になります。

▲本町に生息が確認されています
　（５月１８日撮影）

この植物を植えたり、拡げたりすることは法律で禁止されています！
　オオキンケイギクは、５月〜７月頃にかけて黄色
の花を咲かせる植物で、本町でも道端などでよく見
かけます。しかし、生態系に重大な影響を及ぼし、
破壊してしまうおそれがある植物として「特定外来
生物」（注）に指定され、栽培、運搬、販売、野外
に放つことなどが禁止されています。
　これらの項目に違反した場合、最高で個人の場合、
懲役３年以下もしくは３００万円以下の罰金、法人
の場合は１億円以下の罰金が科せられます。

（注）「特定外来生物」とは、外来生物法（正式には「特定外来生物による生態系等に
係る被害の防止に関する法律」）により、生態系などに被害を及ぼすものとして指定さ
れた生物です。

【処理する時の注意】
　根から引き抜き、２〜３日天日で乾燥させ枯死させた後、燃えるゴミとして処分し
てください。なお、地区などで大量に処分しようとする場合は、住民生活課までご連
絡ください。

▲ 　 オ オ キ ン ケ イ ギ ク

＊お問い合わせ　住民生活課環境対策室　☎８２−２５１１（内線１４７）

５月上旬から中旬にかけて、白く可愛らしい花が枝いっぱいに咲く様子が、雀が群れているように見えるこ
とが名前の由来になっています。中国大陸中部と南九州（熊本、宮崎、鹿児島）の一部にだけ自生してい
ますが、環境省は絶滅危惧種Ⅰ A 類（ごく近い将来に絶滅する可能性が極めて高い種）に分類しています。
熊本県内では、芦北町と球磨村に自生していましたが、道路工事の影響により野生状態では絶滅したとみら
れていました。しかし近年、自生地周辺で落下した種子から育ったであろう株が、わずかですが確認されて
います。
　このように、ツクシムレスズメは、絶滅寸前の状態から芽吹き、根を張り、花を付けて再びたくましく生
き残ろうとしています。私たちも、植物が持つ力強い生命力を見習いたいものです。

芦北に残る文化遺産

①
　（芦北町指定天然記念物／昭和６０年８月３１日指定）

　不知火海や大関山、球磨川などの美しく豊かな自然に囲ま
れた芦北町には、数多くの文化財が残されています。
　このコーナーでは、町内に残る文化財を中心に紹介してい
きます。


